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論 文 内 容 の 要 旨 
 





ミックスの成形体から焼結体までの内部構造をマイクロ X 線 CT を用いて 3 次元的に追
跡観察することで、焼結に伴う粗大欠陥の発生と発達機構の解明を試みた。はじめにマイ




マイクロ X 線 CT による内部構造観察では、最低分解能よりも数倍大きな気孔であれ
ば観察が可能であることがわかった。また、成形体中の造構造由来の球形気孔の形状と分






























明」と題し、以下の 7 章より構成されている。  
 第 1 章は「序論」では、セラミックスの製造工程における現在の状態とその問題点、
それに対する新たなアプローチについてまとめ、本研究の目的を述べた。  
 第 2 章「マイクロ X 線コンピュータ断層撮影法を取り入れたセラミックス構造観察の
検討」では、マイクロ X 線 CT をセラミックスの構造観察へ用いる際の利点の問題点を
評価した。  
 第 3 章「アルミナ顆粒から作製した成形体の焼結に伴う構造変化と粗大欠陥の発達過
程の解明」では、アルミナ顆粒から作製した成形体の焼結に伴う内部構造を追跡観察し、
粗大欠陥の発生と発達過程を観察した。  





 第 6 章「鋳込み成形体中の異方性焼結の評価」では、鋳込み成形体の粒子充填に伴う
焼結の異方性を観察した。  
 第 7 章では総括し、結論を述べた。  
